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剣舞
女子
参上
！

新しいまちを創る⑤／安来節浅草寺奉納公演／たうんとぴっくす

ジョーホーの森／安来二中・修学旅行で安来市をＰＲ

特集 ここで生きる　えーひだカンパニーの挑戦
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市長室だより

浅草寺奉納

　安来節ゆかりの東京・浅草にある浅草寺で安来節奉

納公演を行い、安来節保存会会長として参加しました。

　大正時代以降、東京や大阪の多くの寄席・劇場で

安来節は演じられ、一大流行を巻き起こします。とく

に浅草は専門館が昭和50年代まで開館していたほど

の土地。「安来節の第二の故郷」といっても過言では

ありません。五重塔改修記念として安来節を奉納する

ことができるのは、この地と深い関係にあるからです。

　当日は国内外からの多数の観光客を前に、家元を

はじめ熟練者が唄と踊りを披露しました。観客からの

大きな歓声の中、改めて安来節の歴史と伝統を感じ

ることができた奉納公演となりました。

　安来節と言えばもう一つ話題があります。今月から

スタートした連続テレビ小説は、吉本興業の女性創設

者がモデルになっています。同社が手掛けた安来節

の興業が、大正から昭和初期にかけて大盛況となりま

した。吉本興業の関係者が安来市にスカウトに来たこ

ともあるようです。同社の創業期を支えたのが安来節

と言われています。

　このドラマに安来市や安来節が描かれることを期待

しています。世の中に受け入れられ、人々を魅了した

安来節。ドラマに登場することで、幅広い皆さんに興

味を持っていただき、さらなる飛躍につながっていくこ

とを望んでおります。

　その昔、大阪での大人気を契機に、安来節は東京

へ進出することになったと伝え聞いています。同じ時

期に全国規模で関連する話題があるという宿命を感じ

ざるを得ません。
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●

別 刷　市民カレンダー
11月の行事／日曜日・祝日診療など

別 刷　マラソン応援用紙
メッセージで選手をおもてなし　　

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

特集：えーひだカンパニーの挑戦

ここで生きる

特集：新しいまちを創る⑤

Ｊ - アラート訓練、職員募集

健康の窓

たうんとぴっくす

フォト：浅草寺安来節奉納

食育レシピ / 加納美術館だより

新刊図書紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

きらり光る☆地域（裏表紙）

「不屈の精神で山頂へ」
　困難に何度も立ち向かった武将・山中

鹿介の精神を後世に伝えようと開催され

ている幸盛祭。山頂および登山道が整備

されたことから一年ぶりに山頂への幸盛

マラソンが開催されました。83人の参

加者は標高190ｍの本丸を目指して一気

に駆け上がりました。

撮影日／９月24日　場所／月山富田城跡

信
長

短
市
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も く じ

◀
浅
草
寺
五
重
塔
前
で

安
来
節
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
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オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
作
成
授
業
を

９
月
11
日
、
情
報
科
学
高
校
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
と
は
、
市
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
専
用
サ
イ
ト
で

公
開
し
て
い
る
、
誰
で
も
二
次
利
用

が
可
能
な
デ
ー
タ
で
す
。

　

授
業
は
情
報
シ
ス
テ
ム
科
２
年
生

33
人
が
受
講
。
各
班
に
分
か
れ
、
市

内
の
観
光
地
、
飲
食
店
な
ど
お
勧
め

ス
ポ
ッ
ト
の
情
報
、
特
徴
な
ど
を
入

力
し
、
ウ
ェ
ブ
上
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
を
作
成
し
た
金
井
大
和
く

ん
は
「
世
界
中
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
発
！
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

南
十
神
ポ
ン
プ
場
が
稼
働

　

南
十
神
地
区
に
ポ
ン
プ
場
を
設
置

し
、
10
月
５
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

南
十
神
地
区
は
長
年
、
高
潮
と
豪

雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら

内
水
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
完
了
は
平
成
30
年
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
西
ノ
川
か
ら
中
海
へ

排
水
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
場
が
完
成

し
、
稼
働
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
場
は
一
秒
間
に
約
６
㎥
の
排

水
能
力
を
誇
り
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　新婚やＵＩターン者向けの民

間アパートなどの家賃補助です。

【補助対象者】

・新婚者（１年以内）

・ＵＩターン者を含む世帯（１年以内）

※ただし、平成 29 年度に限り、5月 31 日から申請日

　までに１年以内となる場合は対象となります。詳し

　くはお問い合わせください。

【補助額・期間】

▼毎月の家賃から住宅手当等を差し引いた額

　限度額：月額 1万円、最長 36 カ月

▼空き家バンク登録物件を賃貸する場合

　限度額：月額 1万 5千円、最長 36 カ月

▼同一世帯に属する者全員が 40 歳未満の場合

　限度額：月額 2万円、最長 36 ヶ月

民間賃貸住宅の家賃を助成

問  定住推進課℡ 23-3178

安来市は皆さんのUI ターン・婚活を応援しています

Yasugi で料理婚活
●開催日時　12 月 10 日（日）

　　　　　　12 時～ 16 時

●会場　安来グランパ（和鋼博物館内）

●応募締切　11 月 20 日（月）

　みんなで楽しくわいわいと料理をしながら出会い

を見つけるイベントです。この日のためにシェフ

が考案した、作り方が簡単で見栄えのする特別メ

ニューです。お気軽に参加ください。

【参加条件・参加料】

　・女性：26 ～ 45 歳、2,000 円

　・男性：26 ～ 45 歳、2,000 円

各 15 人を募集します。

男性は市内在住・勤務または移住見込みのある人

申 問  （委託先）アプローズ米子支部
℡＆ Fax0859-21-7979

Mail：mail@nakoudotottori.jp

市政トピックス　最近の主な動きを紹介します

▶
竣
工
式
の
様
子
。
後
ろ
が
新
し
く
完
成

し
た
ポ
ン
プ
場
。

▶
班
ご
と
に
テ
ー
マ
別
に
調
査
。
入
力
し

た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

相談
くだ
さい

ホームページ
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地
域
消
滅
へ
の
危
機
感

　

安
来
の
最
南
端
に
位
置
す
る
山
あ

い
の
町
・
比
田
地
区
は
、
標
高
３
０

０
メ
ー
ト
ル
の
盆
地
に
１
０
８
４
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
市
内
最
高
峰

の
猿
隠
山
の
麓
で
は
棚
田
が
美
し
く

並
び
、
四
季
折
々
の
表
情
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
金
屋
子
神
社
や

そ
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
西
比
田

の
町
は
日
本
遺
産
群
に
認
定
さ
れ
る

な
ど
歴
史
と
自
然
を
有
す
る
地
区
で

す
。

　

比
田
地
区
で
も
少
子
高
齢
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
９
月
30

日
現
在
の
高
齢
化
率
（
人
口
に
対
す
る

65
歳
以
上
の
人
の
割
合
）
は
48
・
７

％
と
市
内
一
高
く
、
１
９
７
５
年
に

２
千
人
近
く
い
た
人
口
は
半
減
し
、

人
口
予
測
サ
イ
ト
で
は
25
年
後
に
５

０
０
人
を
割
り
込
む
と
の
試
算
が
出

て
い
ま
す
。

　

「
こ
の
ま
ま
で
は
地
域
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
」
。
地
域
で
は
危
機

感
が
募
り
、
平
成
27
年
６
月
に
住
民

で
「
い
き
い
き
比
田
の
里
の
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ

　

比
田
地
区
（
比
田
・
東
比
田
・
梶
福
留
）

で
今
年
３
月
に
住
民
有
志
が
地
域
運
営
組
織

「
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会
社
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
住
民
ら
で
策
定
し
た
将
来
の
設

計
図
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
実
現
に
向
け
、
生
活
、

福
祉
、
観
光
、
産
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野

で
組
織
的
に
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　　えーひだカンパニーの挑戦

特集ここで生きる

えーひだカンパニー株式会社

・設立　2017 年 3 月 1 日

・代表取締役　川上義則  氏

・構成員　74 名（設立時）

・経営理念

　自治機能と生産機能の発揮に

　よる地域ビジョンの実現と

　「えーひだ」の創造

地
域
の
未
来
の
た
め

住
民
が
株
式
会
社
を
設
立

　　　
　　明日も１０年後も「えーひだ」

設立総会の様子
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田
住
民
の
幸
せ
追
求
の
た
め
に
事
業

を
実
施
し
ま
す｣

と
力
を
込
め
ま
す
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
２
つ
の
特
徴
的

な
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
一

つ
目
は
行
政
だ
け
に
地
域
づ
く
り
を

任
せ
ず
、
自
ら
地
域
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
（
自
治
機
能
）
、
二
つ
目

は
自
治
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
必

要
な
財
源
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と

（
生
産
機
能
）
で
す
。
二
つ
の
機
能

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
に
選
択

し
た
の
が
株
式
会
社
だ
と
小
田
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

えーひだカンパニー株式会社

小田ちさとさん

（地域おこし協力隊）

　

「
社
会
的
信
用
の
向
上
、
地
域
の

雇
用
の
安
定
の
た
め
、
法
人
化
を
目

指
し
、
多
岐
に
渡
る
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

が
制
限
な
く
実
施
で
き
る
株
式
会
社

の
形
態
を
選
択
し
ま
し
た
。
株
を
発

行
す
る
こ
と
で
資
金
調
達
が
可
能
と

な
り
投
資
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
カ

ン
パ
ニ
ー
の
活
動
へ
参
画
で
き
な
い

人
も
株
式
の
取
得
で
支
援
・
参
画
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
は

社
員
の
奉
仕
精
神
に
頼
ら
ず
に
利
益

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
将
来
に
渡
り

持
続
可
能
な
組
織
に
し
た
い
」
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
事
務
局
に
勤
務
す
る
の
が
取
締
役
で
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
小
田
ち
さ
と
さ
ん
で
す
。
京
都
府
出
身

の
小
田
さ
ん
が
比
田
に
来
た
の
は
平
成
27
年
３
月
。
「
初

め
て
来
た
の
に
な
つ
か
し
く
感
じ
た
」
と
比
田
を
気
に
入

り
、
２
カ
月
後
に
は
移
住
し
て
い
ま
し
た
。
カ
ン
パ
ニ
ー

の
各
事
業
の
推
進
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
に
携
わ
り
、

比
田
の
地
域
行
事
な
ど
に
も
積
極
的
に
顔
を
出
し
ま
す
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
の
川
上
義
則
社
長
に
「
彼
女
の
が
ん
ば
り

が
カ
ン
パ
ニ
ー
創
設
に
つ
な

が
っ
た
」
と
言
わ
せ
る
ほ
ど
信

頼
も
厚
い
。
「
比
田
は
支
え
合

い
・
思
い
合
い
の
心
が
根
付
い

て
い
る
魅
力
的
な
地
域
。
比
田

を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
」
と
地

区
と
カ
ン
パ
ニ
ー
を
支
え
て
い

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
カ
ン
パ
ニ
ー
創
設
の
原
動
力
に

は
、
10
年
後
も
「
え
ー
ひ
だ
（
日

だ
）
」
と
話
せ
る
地
域
体
制
の
構
築
。

世
代
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
１
４
６
９
個
の

地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
88
個
へ
磨
き
上

げ
、
将
来
の
設
計
図
と
な
る
比
田
の

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

自
立
し
た
地
域
づ
く
り

　

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
は
策
定
す
る
だ
け

で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
的
に
実
現
す
る

た
め
今
年
３
月
に
組
織
さ
れ
た
の

が
「
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ
ニ
ー
株
式
会

社
」
（
以
下
カ
ン
パ
ニ
ー
）
で
す
。

　

社
員
は
地
区
に
住
む
74
人
。
平
均

年
齢
は
46
・
２
歳
（
設
立
時
）
と
若

い
人
が
中
心
で
、
ほ
と
ん
ど
が
本
業

を
持
ち
な
が
ら
仕
事
後
や
休
日
な
ど

空
い
た
時
間
に
カ
ン
パ
ニ
ー
の
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

取
締
役
の
小
田
ち
さ
と
さ
ん
は
、

｢

一
般
的
な
株
式
会
社
は
株
主
利
益

を
最
優
先
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
比

特集

　ここで生きる
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（年）2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

東比田に住む人の数　　　　西比田・梶福留に住む人の数

高齢化率（65歳以上）
41%41%

41%41%

45%45%

50%50%
52%52% 54%54% 54%54% 54%54%

1,402

455455
397397

341341

764764

282282

670670

232232

582582

192192

500500

153153

424424

119119

358358

856856
947947

1,235

1,105

952

814

692

577
477

　比田地区の人口シミュレーション

～　比田地区　～

　　人口　 １０８４人

　　　　　　　（内 ６５歳以上・・・５２８人）

　高齢化率　４８．７％

　　　　　　                   ※ 平成 29 年９月 30 日現在

出典：しまねの里づくり応援サイト

▶比田地区の皆さん。
地区の運動会で撮影。
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カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
、
産
業
振
興
・
生
活
環
境
・
地
域
魅
力
・
定
住

推
進
の
４
つ
事
業
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。
７
つ
の
部
に
部
長
、
事
業

毎
に
課
長
・
課
員
を
配
置
。
ま
た
、
最
高
決
定
機
関
と
し
て
株
主
総

会
を
年
１
回
開
催
し
、
地
区
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
ま
す
。

稼
ぐ
！
産
業
振
興

（
比
田
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
、
ひ
だ
ガ
ー

デ
ン
部
、
ひ
だ
キ
ッ
チ
ン
部
）

　

カ
ン
パ
ニ
ー
の
収
益
を
支
え
る
の

が
産
業
振
興
部
門
で
す
。
比
田
は
農

業
が
基
幹
産
業
で
す
。
猿
隠
山
の
麓

で
は
傾
斜
を
利
用
し
た
広
大
な
棚
田

　比田米のブランド化をけん引す

るのが柴田俊夫さんです。米・食

味鑑定士協会が毎年行っている

米・食味分析鑑定コンクール国際

大会で、約７千人中から１００人

ほどしか選ばれないベストファー

マーに認定されています。ベスト

ファーマーに選ばれるには、味を

表す指標、食味度・味度ともに 85

点以上が条件で、さらに炊飯し審

査員の味覚による投票を経て選ば

れます。

　柴田さんは、味だけでなく農薬

や化学肥料を極力使わない独自の

栽培方法で安心安全な米の栽培に

特色ある米作りで「比田米」をブランド化

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
飯
梨
川

の
源
流
か
ら
流
れ
る
清
ら
か
な
水
と

昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て
お
い
し
い

米
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
自
慢
の
米
を
一
般
の
買

取
価
格
よ
り
高
値
で
買
い
取
り
、
等

級
を
つ
け
て
ブ
ラ
ン
ド
「
比
田
米
」

と
し
て
販
売
し
ま
す
。

　

事
業
は
米
の
生
産
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
の
委
託
を
受
け
た
育

苗
事
業
や
田
植
え
・
代
か
き
・
稲
刈

り
の
各
種
農
作
業
受
託
、
小
型
無
人

飛
行
機
“
ド
ロ
ー
ン
”
を
使
っ
た
病

害
虫
防
除
作
業
、
種
取
り
大
根
栽
培

な
ど
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
収
益
を
確
保

し
ま
す
。
ま
た
、
小
麦
、
そ
ば
の
二

毛
作
に
挑
戦
し
、
比
田
産
小
麦
で
つ

く
っ
た
パ
ン
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

の
加
工
品
の
開
発
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

　

比
田
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
次
長
・

柴
田
俊
夫
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
各
農

家
が
地
区
外
に
委
託
し
て
い
た
仕
事

を
カ
ン
パ
ニ
ー
が
請
け
負
い
地
域
へ

カ
ン
パ
ニ
ー
の
取
り
組
み

比
田
米

も 取 り 組 ん で い ま

す。カンパニーでは

この米を比田米ブラ

ンドの最上級クラス「比田米プレ

ミアム」として販売しています。

　現在、柴田さんの指導を受け、

地区内農家４人が同じ方法で米作

りを始めています。柴田さんは「米

の消費は落ちていますが、手間ひ

まをかけて特色のあるおいしいお

米をつくれば売れます。比田で全

国各地に負けないブランドをつく

りたい」と抱負を語ります。
比田米プロジェクト部

次長　柴田俊夫さん
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安
心
！
生
活
環
境

　

カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
身
近
な
生
活
に

直
結
す
る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
地
域
交
通
。
東
比
田
地

区
で
は
全
域
に
家
屋
が
広
が
り
ま
す

が
、
東
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
よ
り
東

は
道
が
狭
く
、
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

困
難
で
公
共
交
通
の
空
白
地
帯
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
解
消
を
目
指
し
、
来

年
３
月
か
ら
市
の
デ
マ
ン
ド
交
通
社

会
実
験
を
カ
ン
パ
ニ
ー
で
行
う
予
定

で
す
。
デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
、
事
前

の
予
約
を
受
け
て
自
宅
～
地
区
内
の

バ
ス
停
（
比
田
で
は
い
き
い
き
交
流

館
お
よ
び
東
比
田
交
流
セ
ン
タ
ー
）

の
間
を
輸
送
す
る
仕
組
み
で
す
。
推

進
す
る
カ
ン
パ
ニ
ー
生
活
環
境
部
次

長
・
川
井
光
昭
さ
ん
は
導
入
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　

「
現
在
は
多
く
の
人
が
車
を
自
分

で
運
転
し
た
り
、
家
族
の
車
に
同
乗

し
た
り
し
て
表
だ
っ
た
弊
害
は
で
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
５
年
後
、
10
年

後
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
免

許
更
新
も
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
住

民
の
交
通
確
保
が
困
難
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
で
デ

マ
ン
ド
交
通
を
請
け
負
う
こ
と
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の
重
責
を
負
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
デ
マ
ン

ド
交
通
の
社
会
実
験
を
選
択
し
た
の

は
、
将
来
を
見
据
え
て
の
こ
と
で

す
。
車
が
な
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら

提
供
し
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
が
事
業

を
行
う
こ
と
で
、
農
家
に
と
っ
て
作

業
・
コ
ス
ト
削
減
、
収
益
増
加
に
な

る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
農
家
の
お

米
を
評
価
し
、
付
加
価
値
を
付
け
る

こ
と
で
生
産
意
欲
が
沸
い
て
き
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
各
自
治
会
の
集

落
営
農
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
過

疎
化
に
よ
る
遊
休
農
地
を
請
け
負

い
、
農
家
の
支
援
、
地
区
内
農
地
の

維
持
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

せ
る
地
域
に
し
て
い
く
た
め
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
地

域
運
行
車
両
が
使
用
で
き
る
こ
と
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
上
手
く
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立
て
た

い
」
。

　

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
比
田
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
。

行
政
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
積
雪
や
過
去
の
災
害
、

夜
間
避
難
時
の
危
険
な
ど
地
域
か
ら

の
情
報
を
加
え
た
も
の
を
製
作
。
災

害
時
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
塾
の
な
い
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
向
け
て
寺
子
屋
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー

で
は
生
活
の
不
備
を
補
っ
て
い
く
取

り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
な
ん
と
か
地
域
が
ま

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
誰
も
地
域

の
将
来
へ
不
安
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
若
い
人
た
ち
が
私
た

ち
が
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な
新

し
い
取
り
組
み
で
地
域
に
光
り

を
当
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

を
担
う
若
い
世
代
が
自
ら
動
き

出
し
た
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。

微
力
で
す
が
私
も
カ
ン
パ
ニ
ー

の
活
動
を
応
援
し
た
い
。

カンパニ
ー

　　応援
します

カンパニ
ー

　　応援
します

　

比
田
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
の

の
め
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
比

田
は
祖
母
の
家
が
あ
り
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
地

域
で
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
の
応
援

と
し
て
出
産
祝
い
品
の
提
供
や

株
の
購
入
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
強
い
比
田
の
特
性
を
生
か

し
た
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み

に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

特集

　ここで生きる

田邊亮さん

（松江市在住）

田邊順通さん

（東比田地区）

▲東比田で行われたデマンド交通の説明会。

株主総会

取締役会

代表取締役社長

運営委員会

総
務
部

生
活
環
境
部

比
田
米

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

ひ
だ
ガ
ー
デ
ン
部

ひ
だ
キ
ッ
チ
ン
部

地
域
魅
力
部

定
住
推
進
部

監査役

相談役会

●組織図
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磨
く
！
地
域
魅
力
ア
ッ
プ

　

地
域
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
企

画
や
、
伝
統
行
事
の
継
承
な
ど
も
事

業
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

　

今
年
は
地
区
の
農
園
が
栽
培
し
た

夏
イ
チ
ゴ
の
初
収
穫
を
祝
い
、
夏
イ

チ
ゴ
ま
つ
り
を
カ
ン
パ
ニ
ー
で
企

画
。
地
区
内
の
住
民
が
集
ま
り
出
店

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
花
火
な
ど

が
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
比
田
の
フ
ァ
ン
を

増
や
そ
う
と
９
月
２
・
３
日
は
地
域

の
魅
力
発
見
イ
ベ
ン
ト
“
え
ー
ひ
だ

見
つ
け
隊
”
を
開
催
。
市
外
か
ら
８

人
が
一
泊
二
日
で
稲
刈
り
や
温
泉
、

交
流
会
を
通
し
て
、
比
田
の
魅
力
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

地
域
魅
力
部
部
長
・
渡
邊
志
朗
さ

ん
は
「
比
田
に
住
む
自
分
た
ち
が
、

地
域
を
好
き
じ
ゃ
な
い
と
地
域
活
動

は
難
し
い
。
逆
に
地
域
を
好
き
な
人

が
多
け
れ
ば
、
活
動
の
効
果
は
何
倍

に
も
広
が
る
。
比
田
が
魅
力
的
で
あ

る
こ
と
を
地
区
内
外
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

呼
び
込
む
！
定
住
推
進

　

定
住
に
も
独
自
で
力
を
入
れ
ま

す
。
現
在
、
比
田
版
定
住
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
中
。
「
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
人
は
来
な
い
」
と
地
域
で

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
や
地

域
内
・
近
隣
の
職
業
提
供
、
空
家
の

情
報
提
供
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
地
区
内
の
独
身
男
性
を
対

象
に
し
た
男
磨
き
の
場
・
男
塾
を
10

月
22
日
に
予
定
。
縁
結
び
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内
女

性
で
組
織
す
る
女
子
会
も
発
足
。
料

理
教
室
や
さ
さ
巻
き
作
り
な
ど
で
定

期
的
に
集
い
、
つ
な
が
り
を
深
め
、

女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

子
ど
も
が
誕
生
し
た
家
庭
へ
、

出
産
の
祝
い
品
を
地
域
か
ら
渡
し

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝

で
す
。
地
域
も
誕
生
を
喜
ん
で
い

る
こ
と
を
伝
え
た
い
。
品
物
は
賛

同
い
た
だ
い
た
企
業
な
ど
が
協
力

し
、
地
域
内
商
品
券
や
子
ど
も
用

品
、
比
田
米
な
ど
を
渡
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
大
事
に
す
る
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
」
と
定
住

推
進
部
部
長
・
田
邊
裕
子
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

を
地
域
内
で
解
決
す
る
こ
と
で
仕
事

が
生
ま
れ
、
地
域
間
の
交
流
も
生
ま

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
の
住
民
が
得
意
な

こ
と
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
体
制
を
組
み
、
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
し
た
り
お
店
を
手
伝
っ
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
つ
こ
と

で
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
、
地
域
へ
の
想
い
が
育
ま
れ
て
い

き
ま
す
。

地
域
の
こ
と
は地

域
で
解
決

　

カ
ン
パ
ニ
ー
の
事
業
は
、
で
き
る

だ
け
地
域
の
こ
と
は
地
域
内
で
完
結

し
よ
う
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

比
田
を
一
つ
の
国
と
し
て
考
え
、
比

田
地
域
で
“
で
き
る
”
ま
た
は
“
で

き
そ
う
な
こ
と
”
を
カ
ン
パ
ニ
ー
が

事
業
化
し
て
住
民
の
生
活
を
支
え
よ

う
と
い
う
考
え
で
す
。
地
域
の
課
題

特集

　ここで生きる

◀えーひだ女子

会の様子。幅広

い世代で集まり

交流します。

▼子どもの誕生

を喜び、地域イ

ベントで祝いの

品を渡します。

▲えーひだみつけ隊で夏イチゴ体験。
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カ
ン
パ
ニ
ー
で
は
自
治
機
能
を

経
営
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
に
住
民
が
関
わ

る
こ
と
で
よ
り
よ
い
地
域
に
な
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

住
民
と
は
互
い
に
利
益
が
あ
る

存
在
に
し
た
い
で
す
。
例
え
ば
、

カ
ン
パ
ニ
ー
で
比
田
の
お
米
を
買

い
取
り
直
接
販
売
し
た
り
、
見
か

け
の
悪
い
野
菜
を
加
工
食
品
と
し

て
売
り
出
し
た
り
す
れ
ば
、
地
域

に
活
力
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
所
得

も
増
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
手
助

け
を
し
て
、
地
域
の
可
能
性
を
追

求
す
る
と
こ
ろ
が
カ
ン
パ
ニ
ー
で

す
。
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
住
民

に
提
供
し
大
い
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
の
で
す
。
利
益
は
地
域
貢

献
事
業
や
株
主
の
皆
さ
ま
へ
還
元

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

設
立
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
活

動
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

株
式
も
地
域
内
外
の
多
く
の
人
に

買
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
の

期
待
に
応
え
、
自
然
豊
か
な
比
田

を
守
り
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
カ
ン
パ
ニ
ー
を
起
こ

せ
た
の
は
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん

で
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
地
域
の
人
と
知
恵
や
発

想
、
技
術
を
出
し
合
い
、
将
来
と

真
剣
に
向
き
合
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
未
来
を
共
有
で
き
、
一
歩
を
踏

み
出
せ
ま
し
た
。

　

比
田
地
区
の
取
り
組
み
は
決
し

て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
の
地
域
で
も
そ
の
地
域
に

あ
っ
た
同
様
な
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
地
域
へ
強
い

想
い
を
持
っ
て
挑
戦
す
る
こ
と
で

す
。
私
た
ち
も
厳
し
い
現
実
と
向

き
合
う
日
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
失
敗
し
て
も
そ
れ
を
糧
に
ま

た
挑
戦
す
れ
ば
、
明
る
い
将
来
が

描
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

10 年後も 20年後も

「えーひだ」であり続けるために

地域の将来を共有し失敗を恐れずに挑戦を

▲認定こども園比田の園児たち。豊かな比田の田園の中を歩いて金屋子神社へ向かいます。

えーひだカンパニー株式会社

　代表取締役　

     　　川上義則さん
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富
田
城
跡
整
備
は
、
馬う

ま

の

り

ば

ば

乗
馬
場
や

千
畳
平
の
木
々
の
伐
採
を
進
め
ま
す

全
長
百
メ
ー
ト
ル
の

細
長
い
曲
輪
「
馬
乗
馬
場
」

　

「
北
側
に
突
き
出
た
馬う

ま

の

り

ば

ば

乗
馬
場
と

呼
ば
れ
る
曲く

る

わ輪
は
、
城
郭
の
守
り
の

最
前
線
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
」
と
話
す
の
は
教
育
委
員
会
文
化

財
課
の
担
当
職
員
。
「
大
部
分
が
崩

れ
て
い
ま
す
が
、
曲
輪
の
半
分
は
石

垣
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
」
。

　

馬
乗
馬
場
と
は
、
千
畳
平
の
東
側

に
あ
る
全
長
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
も

の
細
長
い
曲
輪
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

木
々
に
埋
も
れ
、
平
坦
面
や
石
垣
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
整
備
事
業
に
よ
っ
て
姿
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
城
郭
の

北
端
の
曲
輪
上
に
立
っ
て
遠
く
に
山

頂
を
眺
め
る
と
、
巨
大
な
山
城
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
現
在
は
立
入
禁
止
で
す
。

今
年
度
は
山
裾
の
曲
輪
群
を

整
備
し
ま
す

　
平
成
27

年
度
か
ら
５
年
計
画
で
進

シリーズ⑤

こ
の
連
載
で
は
今
年
度
、
市
が
進
め
て
い

る
大
型
事
業
の
現
在
の
様
子
や
進
み
具
合
、

今
後
の
予
定
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◀平坦面が約100ｍ

続き、その先には

飯梨川の下流域が

広がります。

馬乗馬場

千畳平

太鼓壇

歴史資料館

広瀬絣センター

奥書院
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め
て
い
る
富
田
城
跡
整
備
事
業
は
今

年
で
３
年
目
。
今
年
度
は
山
裾
の
曲

輪
群
の
木
々
の
伐
採
な
ど
を
進
め
て

い
ま
す
。
の
り
面
工
事
な
ど
を
経

て
、
９
月
末
に
は
馬
乗
馬
場
の
伐
採

が
終
了
。
引
き
続
き
、
千
畳
平
の
斜

面
の
伐
採
を
行
い
ま
す
。
木
々
に
埋

も
れ
た
大
石
垣
を
、
飯
梨
川
の
対
岸

か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
城
郭
の
整
備
に
あ
わ
せ
て

今
年
度
は
、
富
田
城
跡
の
麓
に
建
つ

歴
史
資
料
館
の
改
修
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
２
カ
年
か
け
て
館
内
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
観
光
案
内
機
能
を
持
た
せ
る
計
画

で
す
。

　

月
山
富
田
城
跡
を
訪
れ
た
人
に
、

整
備
し
た
城
郭
を
よ
り
深
く
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
資
料
館
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

旧
安
来
庁
舎
は

解
体
を
進
め
て
い
ま
す

　

新
安
来
庁
舎
は
７
月
31

日
か
ら
開

庁
し
て
い
ま
す
。
旧
安
来
庁
舎
の
１

号
棟
（
本
館
）
と
３
号
棟
は
現
在
、

工
事
用
足
場
に
囲
わ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
で
は
解
体
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
年
内
に
は
終
了

す
る
予
定
で
す
。

　

解
体
後
は
、
平
成
30

年
７
月
の
完

成
予
定
で
来
庁
者
用
駐
車
場
や
ト
イ

レ
棟
、
公
用
車
を
保
管
す
る
車
庫
棟

な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　

一
方
、
安
来
庁
舎
南
側
に
整
備
す

る
防
災
公
園
は
、
平
成
30

年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
防
災
公
園
に
は
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
や
防
災
パ
ー
ゴ
ラ
（
日
陰

棚
の
一
種
で
災
害
時
に
は
仮
設
の
屋

根
や
壁
を
取
り
付
け
る
）
な
ど
を
整

備
し
て
い
く
予
定
で
す
。
人
口
が
集

中
し
て
い
る
市
街
地
に
近
い
場
所
に

防
災
公
園
を
整
備
し
、
緊
急
時
に
備

え
て
い
き
ま
す
。

総
合
文
化
ホ
ー
ル
は

多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用

　

９
月
９
日
に
開
館
し
た
総
合
文
化

ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
で
は
現

在
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
館
記
念
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
９
月
18

日
に
は

大
ホ
ー
ル
で
歌
舞
伎
に
よ
る
こ
け
ら

落
と
し
公
演
が
、
24

日
に
は
小
ホ
ー

ル
で
ピ
ア
ノ
開
き
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
23

日
に
は
展
示
室

で
市
美
術
展
が
ス
タ
ー
ト
し
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▶下段に見えるのが曲輪「馬乗馬場」。

標高は約50ｍ。

▼馬乗馬場では中世の石垣が確認でき

ます。

◀
新
安
来
庁
舎
４
階
か
ら
旧
庁
舎
を
撮
影
。

60
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
終
え
ま
し
た
。

▲９月24日に開催された「交通安

全ふれあいコンサート」の様子。

警察音楽隊と伯太中学校吹奏楽

部の合同演奏がありました。

◀スタインウェイ社製ピアノのお

披露目となった「中ノ森めぐみ

コンサート」は９月24日、小ホー

ルで開催されました。

特集：新しいまちを創る⑤
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平
成
30

年
度
採
用
予
定
の
職
員
採
用

試
験
（
第
２
回
）
を
行
い
ま
す
。

▼
職
種
・
募
集
人
員
・
受
験
資
格

土
木
技
術
職
・
１
名
程
度
・
昭
和
58

年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

▼
第
１
次
試
験

○

試

験

日

：

平

成

29

年

12

月

10

日

（
日
）

○
試
験
会
場
：
安
来
市
役
所
安
来
庁
舎

※
２
次
試
験
の
日
時
は
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
受
験
手
続

採
用
試
験
募
集
要
項
に
基
づ
き
、
試
験

申
込
書
を
人
事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
募
集
要
項
は
人
事
課
で
配
布
し
ま

す
。
郵
送
で
の
請
求
あ
る
い
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
29

年
10

月
16

日
（
月
）
～
平
成
29

年
11

月
15

日
（
水
）

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

▼
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後

５
時
15

分

郵
送
の
場
合
は
、
11

月
15

日
（
水
）
ま

で
に
到
着
し
た
も
の
が
有
効
で
す
。

▼
申
込
書
・
要
項
等
の
請
求
先

安
来
市
総
務
部
人
事
課 

〒
６
９
２-

８
６
８
６
安
来
市
安
来
町

８
７
８
番
地
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
４-

23

-

３
０
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
４-

23

-

３
１
５
２

追
加
募
集
　
平
成
30

年
度
採
用
予
定
　
安
来
市
職
員
採
用
試
験
（
第
２
回
）

全国一斉「全国瞬時警報システム
　（J- アラート）」による
　　試験放送を行います

　国からの緊急情報を市民の皆さんに瞬時に伝えるの

が「全国瞬時警報システム（J- アラート）」。大地震や

弾道ミサイルによる武力攻撃などの事態が発生した場

合に発信されます。安来市では、行政告知端末から自

動放送でお知らせします。

　このシステムの試験放送を次の日程で行います。ご

理解をお願いします。

【試験放送日時】

　11 月 14 日（火）

　午前 11 時頃

【放送内容】

　「これは、J アラートのテストです」３回繰り返し

　「こちらは、防災安来市です」1 回のみ

【注意事項】

※告知端末の最大音量で放送が流れます。

※災害発生、気象状況などによっては試験放送を中

止する場合があります。

【問い合わせ】　防災課 TEL23-3074

弾道ミサイル落下時の行動

メッセージが流れたら・・

落ち着いて、直ちに行動してください

　　　近くの建物の中か地下に避難。

　　

　　　物陰に身を隠す。地面に伏せて頭部を守る。

　　　窓から離れる。窓のない部屋に移動する。

屋外

建物
がない

屋内

For English（英語サイト）
http://www.kokuminhogo.go.jp/en/pc-index_e.html

スマホで広報やすぎ
スマートフォン専用アプリ「マチイロ」で市

広報紙「どげなかね」をいつでもご覧いただ

けます。

●ダウンロードは下記のQRコードから。

広報紙 CD版　ご希望の方にお送りしています

声の広報を届けます
　市内在住で目の不自由な人を対象
に、毎月 20 日発行の「広報やすぎ」
と、年４回発行の「市議会だより」
の内容をＣＤに録音した「声の広
報」を、希望者へ無料で配布します。
利用を希望される人は、政策秘書課

（☎ 23-3010）までご連絡ください。

Ｊ -
アラート
試験放送
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■歯を失う主な原因の１つは「歯周病」

　成人の８割がかかっていると言われる歯周病は、歯の周

りの組織が壊されていく病気です。痛みがなく知らず知ら

ずのうちに症状が進行します。最初の症状として、歯茎か

らの出血や、歯茎の違和感などがありますが、そのまま放

置すると歯茎から膿が出たり、歯がグラグラしたりして、

最終的には歯が抜けてしまいます。 

■歯周病の原因は？

　歯周病の原因は、口の中に存在する歯周病菌という細菌

です。歯周病菌が口の中で増殖すると毒素を生み出し、歯

の周りの組織を破壊します。歯周病菌は、口の中の歯垢に

住みついています。歯垢は、歯の表面に付着している、白っ

ぽく、ねばねばしたものです。適切なブラッシングを行う

ことで大部分を取り除くことができますが、ブラッシング

を怠っているとあっという間に増殖します。

■歯周病予防の基本は「セルフケア」と「専門ケア」

専門ケア

　歯石は、ブラッシングでは取り除けないた

め、歯科医療機関でのクリーニングが必要で

す。また、かかりつけ歯科医を持ち、定期的

にチェックを受けることで、歯周病の予防

や早期発見ができます。

セルフケア

　正しいブラッシングで歯垢をしっかり落と

すことが重要です。また、歯ブラシだけでは

磨ききれない歯の隙間には、デンタルフロス

等の補助具を使用して隅々まで磨くように

しましょう。

好評です！「元気なうちから歯はいのち講座」

　歯科衛生士が、市内の事業所や地域に出向

いてミニ講話と正しいブラッシング方法をお

話しします。（問い合わせ・申し込みはいき

いき健康課℡ 23-3220 へ）

※子どもや障がいのある人、高齢者など自覚症状

に気づきにくい人もいるので、周囲の気づきも大

切です。

歯周病セルフチェック

　項目が１つでも当てはまれば歯周病の

可能性があります。歯科医療機関に調べ

てもらいましょう。

□　歯をみがくときやリンゴを食べたと

き、歯ぐきから出血することがある

□　口臭が気になる

□　むし歯ではないのに冷たい水がしみる

□　歯肉から膿が出ることがある

□　朝起きたとき、口がネバネバする

□　歯がグラグラと動く

□　歯と歯の間に、よく物がはさまる

【島根県・島根県歯科医師会歯と口腔の健康手帳より】

健康の窓

11 月８日はいい歯の日

歯周病を予防しましょう
■問い合わせ　いきいき健康課℡ 23-3220
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たうん

とぴっ
くす

まちの話題や出来事を紹介します

　９月24日、幸盛祭での一コマ。山

頂では広瀬小の児童が剣舞を披露。

天空に延びる剣先、真剣な表情、と

ても素敵でした。

今月の一枚

　未来へつながる賢い選択をテーマにした「やすぎ

環境フェア」を９月10日、和鋼博物館で開催しま

した。会場では、自然素材を使った遊びや工作体験

コーナーをはじめ、環境関連団体の展示・紹介ブー

スなど様々な企画が用意され、多くの人で賑わって

いました。

　家族５人でオリジナルソーラーカー作りに挑戦し

た高井翼さん（小学２年生）は「ラジコンが好きな

のでこの教室に申し込みました。意外とかんたんに

作ることができました」と話し、早速、太陽の下で

車を走らせていました。

　従業員の健康管理を熱心に取り組んでいる「ヘル

ス・マネジメント」認定事業所に平井建設株式会社

（平井徹社長・従業員82人）が市内で初めて認定さ

れました。働く人の健康づくりや生産性の向上など

を目的に島根県と協会けんぽ島根支部が創設してい

る制度です。

　同社では全従業員の健診受診のほか、メンタルヘ

ルスの社内規定の整備、年一回の面談実施など、様々

な取り組みを行っています。また、健診結果はネッ

ト掲示板で公表し、社内で情報の共有を図ることで

従業員の健康への意識づくりを進めています。

　健康管理の担当である紅花博志総務課係長は「普

段からの取り組みによって認定を受けることができ

ました。会社のいちばんの資源は＂ひと＂です。引

き続き働く環境をよくしていきたいです」と話して

います。

ヘルス・マネジメント

認定事業所に平井建設が認定

▼同社では毎朝、全従業員が参加する

　ラジオ体操に取り組んでいます。

楽しみながら環境を考える

▲廃ペットボトルを使ってソーラーカーを組み立てて

いきます。
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総合文化ホールで初めての展示

2000灯に平和の願いを込めて

悩みや不眠は早めに相談を

　平和について考える機会になってほしいとの思

いから「第３回安来市平和のつどい」を９月30日、

加納美術館周辺で開催しました。開会セレモニーで

は、布部・山佐小学校の児童による「歌」と「呼び

かけ」や、地元の人による「戦争体験の発表」が行

われました。

　その後は、市内の個人や団体が平和への願いを

込めて描いたあんどん2000灯にいっせいに点火。

2000人分の思いが込められた文字や絵が会場に浮

かび上がりました。訪れた人たちは星空の下に広が

るやさしい灯りを見て回りました。

　幼児から中学生までを対象にした安来少年少女囲

碁大会が９月10日、安来中央交流センターで開催

されました。浜田市や湯梨浜町など市内外から参加

した84人が、名人戦～初心者クラスまで６部門に

分かれて熱戦を繰り広げました。今回はプロ棋士の

桑本晋平七段を招き、大盤解説や指導対局なども行

われ市内の囲碁熱の高さが感じられました。

　参加した島田小２年の千石秀くんは、「（囲碁は）

負けると悔しいけど、石がうまく取れたときが楽し

い」と話していました。

　９月10日の世界自殺予防デーに心の健康づくり

や自死予防について理解を深めてもらおうと、心い

きいきキャンペーンを開催しました。10日には安

来市自死対策会議委員などが市内３カ所で、相談機

関の連絡先を記載したチラシを配布し、島根県の自

殺死亡率が高いことや、不眠が続く場合は早めに相

談することなどを呼びかけました。

　同会の杉原徳郎会長は「自死予防にはいきいきと

生活することが大事。趣味などが自死予防につなが

る」と話していました。

　市民から応募された洋画・デザイン・写真の美術

展が９月23日、市総合文化ホール・アルテピアで

開幕しました。３部門には高校生を含む延べ113点

が出展。第11回となる今回は、９月に新しく開館

した同ホールに会場を移しての初めての開催となり

ました。

　市美術展実行委員会会長の藤井佐市さんは「展示

には照明が影響するのですが、新ホールの展示室は

作品の見栄えがよいです。出品者も喜んでいます。

また、コンサートなどの他のイベントとの相乗効果

を期待しています」と話していました。

白熱の囲碁大会　　

▼開会式後、さっそく展示を見て回ります。

▶
９
月
10
・
11
日
に
行
わ
れ
た
心
い
き

い
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
。
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地域へ轟
とどろ

く比田太鼓

地域主体の健康づくりを表彰

　湯田山荘で10月１日に開催された比田温泉祭り

のステージ最後を飾ったのが地元で活動する比田太

鼓です。比田太鼓は現在大人９人、小・中学生３人

が在籍。平成19年３月に結成されて以来、お祭り

や地域のイベントなどに積極的に参加し、地域の活

性化と青少年の健全育成に寄与しています。

　今年は宝くじのコミュニティ助成金
※
を使い、

太鼓７張を新調しました。新しい太鼓を叩いた古澤

有我くん（広瀬中３年）は「革

が張っていい音がでる。地域を

盛り上げるため使いたい」と話

していました。

　宮城県仙台市で開催された、和牛のオリンピック

と呼ばれる第11回全国和牛能力共進会（９月７～

11日）系統雌牛群の部の４区に出場した能義和牛

育種組合は、優等賞６席となりました。目標として

いた５席以内を惜しくも逃す結果となりました。

　出品農家で同組合副組合長の清山高康さんは「皆

さんよくやってくれた。大会の講評、報告書、結果

検証作業をもとに次につなげたい」と話していました。

　地域で健康づくり活動や生きがい活動を積極的に

行い、健康増進・介護予防に貢献した団体を表彰す

る健康づくりグループ表彰（主催：松江圏域健康長

寿しまね）の会長賞に市内５団体が選ばれました。

　９月27日に表彰状を受け取った十神地区健康推

進会議・野津弘雄会長は、「大所帯の地区で悩みな

がら活動している。表彰を励みにして今後もがんば

りたい」と喜びを語りました。

和牛オリンピック惜しくも６席

新しい照明の下でプレーボール

たうんとぴっくすまちの話題

　38回目を数える広瀬球場ナイターリーグが２年

ぶりに広瀬中央公園野球場で開催されました。９月

から10月にかけての平日夜に試合が組まれたリー

グには、７チームが参加。10月４日の準決勝戦は

午後７時にプレイボール。涼しくなった秋夜の一戦

に、選手たちは真剣な表情で試合を進めていました。

　広瀬中央公園野球場のナイター照明設備は今年

度、改修を実施。６棟の鉄塔にある180灯のうち約

半数の投光器やランプを取り

替え、配電盤も更新しまし

た。この改修は「スポーツ

振興くじ助成金」を受けて

行いました。

受賞団体

●宇波地区健康

　を守る会

●下山佐地区健

　康ビクス教室

●十神地区健康

　推進会議

●新十神町健康

　長寿体操

●セラの会（荒

島）
▲賞状を受け取る野津会長（左）

※
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
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安
来
節

浅
草
寺
奉
納
公
演

江
戸
の
秋
空
に
響
く
安
来
節

　
初
代
お
糸
が
東
京
で
レ
コ
ー
ド
に
唄

を
吹
き
込
ん
だ
の
が
１
９
１
５
年
（
大

正
５
年
）
。
こ
れ
を
機
に
民
謡
安
来
節

は
全
国
に
広
が
り
、
爆
発
的
人
気
と
な

り
ま
す
。
東
京
界
隈
で
は
安
来
節
の
専

門
館
が
誕
生
し
、
そ
の
中
心
が
浅
草
の

地
で
し
た
。
大
震
災
や
戦
争
で
一
時
中

断
し
ま
す
が
、
昭
和
50

年
代
ま
で
専
門

館
は
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

安
来
節
が
大
流
行
し
た
時
代
か
ら
一

世
紀
。
ゆ
か
り
の
地
・
浅
草
に
安
来
節

の
唄
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
浅
草
寺
で

奉
納
公
演
が
行
わ
れ
た
10

月
10

日
。
家

元
四
代
目
渡
部
お
糸
を
は
じ
め
と
す
る

一
行
が
本
場
の
唄
や
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
浅
草
寺
五
重
塔
が
先
月
改

修
を
終
え
た
こ
と
を
記
念
し
た
奉
納
公

演
。
過
去
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が

あ
っ
た
ご
縁
で
実
現
し
ま
し
た
。
五
重

塔
を
背
に
、
安
来
節
の
唄
が
は
じ
ま
る

と
、
多
く
の
参
拝
・
観
光
客
、
そ
し
て

外
国
人
た
ち
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

▲奉納公演は 2回行いました。唄

に踊り、銭太鼓など、本場の伝統

芸能を奉納・紹介しました。参加

した安来節保存会一行。

▲仲見世通りを安来節の一行が進み、

「お練り」で安来節公演を知らせます。

▲どじょうすくい踊りの体験コーナー

には多くの人が参加しました。

▲外国人観光客は安来節に興味しんし

ん。盛んにシャッターを押します。

▲公演は多くの観衆が集まり、境内に

安来節が響き渡りました。
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和田管理栄養士のちょっこし食育レシピ　

企
画
展

「
百
年
デ
ザ
イ
ン
　

　
　
　
出
西
窯
の
七
〇
年
の
歩
み
」
を
開
催
中

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

Ｉ
０
８
８
０

　
昭
和
22

年
、
現
在
の
出
雲
市
出
西
に

焼
き
物
と
無
縁
だ
っ
た
５
人
の
青
年

が
、
生
き
る
道
を
求
め
て
陶
芸
の
共
同

体
を
つ
く
り
ま
し
た
。
「
名
声
を
求
め

ず
、
無
名
の
職
人
と
し
て
生
き
て
い
こ

う
」
と
決
め
た
彼
ら
は
、
柳
宗む

ね

悦よ
し

、
河

井

次
郎
、
浜
田
庄
司
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・

リ
ー
チ
、
外と

の

村む
ら

吉き
ち

之の

助す
け

、
吉
田
璋

し
ょ
う

也や

ら
と
出
会
う
中
で
、
美
術
的
な
陶
芸
品

で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
用
い
ら
れ
る

実
用
品
を
作
る
道
を
求
め
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
山
本
空く

う

外が
い

か
ら
仏

教
哲
学
を
学
び
、
「
無む

自じ

性
し
ょ
う

（
お
か
げ

さ
ま
）
」
の
教
え
を
自
分
た
ち
の
理
念

と
し
、
一
切
の
は
か
ら
い
を
捨
て
て
生

活
陶
器
を
つ
く
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、「
百
年
デ
ザ
イ
ン
」
を

目
指
し
て
制
作
を
続
け
て
来
た
出
西
窯

の
工
人
た
ち
の
大
地
に
生
き
た
70

年
を

た
ど
り
ま
す
。
作
品
を
通
し
て
、
よ
き

師
を
求
め
続
け
た
彼
ら
の
真
実
一
路
の

旅
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

《
講
演
会
の
お
知
ら
せ
》

▼
11
月
５
日
㈰
「
出
西
窯
：
戦
後
日
本

の
や
き
も
の
界
に
お
け
る
位
置
」
諸
山

正
則
氏:

国
立
近
代
美
術
館
主
任
研
究

員
▼
11
月
18
日
㈯
「
民
藝
と
の
出
会
い
」

土
屋
雲
善
氏:

布
志
名
焼
・
雲
善
窯
当

主
▼
12
月
３
日
㈰
「
出
西
窯
の
七
十
年

―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
と
―
」
多
々

納
真
氏
：
出
西
窯
代
表

※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
～
15
時
30

分
、
入
場
無
料

（材料）　　　　　　　（４人分）

鶏ささみ ……………………………  160g

レンコン・ゴボウ・ニンジン・

コンニャク…………………… 各80g

絹さや… ………………………………40g

だし汁… ………………………… 400cc

薄口しょうゆ… ……大さじ1と1/3

砂糖…………………………… 大さじ3/4

塩・片栗粉・酢………………… 適量

塩分
1.1g78Kcal

①鶏ささみは筋を取り、斜め薄切りにしてから軽く塩を

振って下味をつけておく。

②レンコンは皮をむいて乱切りにし、酢水にさらしてお

く。ゴボウは５㍉の厚さの斜め切り、ニンジンは乱切

りに。コンニャクは水から茹で、湯きりしておく。絹

さやは色よくサッと茹
ゆ

で、斜め半分に切っておく。

③鍋にだし汁、砂糖、薄口しょうゆを入れて煮立て、絹

さや以外の②の材料を加える。吹かないよう鍋ぶたを

ずらし、アクを取りながら弱火で12～13分程度煮込む。

④鍋から具をすべて取り出し、煮汁には鶏ささみに片栗

粉を薄くまぶしたものを入れる。色が変わったら具を

戻し、サッと火を通して煮汁とからめる。

⑤器に盛り付け、絹さやを散らしてできあがり。

鶏ささみの筑前煮

いろいろな根菜類を味わうことができますよ。

※一人分あたり

「名碗を愉しむ会」
　　　　　もみじ茶会

出西窯の作品

▼期日：11月19日（日）

　解説付きで企画展を鑑賞して
いただいた後、茶室如水庵で浜
田庄司と河井寬次郎の名碗に触
れるお茶会を愉しんでいただき

ます。会費は
一 人2500円。
詳しくは美術
館にお尋ねく
ださい。

作り方

10

月
28

日
～
12

月
24

日

コンニャ
クは

スプー
ンでちぎ

ると

味がよ
く染み込

みます
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■問い合わせ

安来市立図書館…℡ 22-2574

ひろせ図書室……℡ 32-4455

はくた図書室……℡ 37-0050

その他の新着図書情報は

安来　図書館情報 　 検索

著　者　西出ひろ子
出版社　青春出版社

「かつてない結果を導く超「接待」術
一流の関係を築く真心と “もてなし” の秘密とは ｣

　つい見落とし
がちな身だしな
み、姿勢、歩き
方、出迎えから
お見送りまでど
こから見ても美しく、相手の
心をつかむマナーを紹介した
一冊です。（中）

著　者　戸矢学
出版社　河出書房新社

　私たちが知っ
ている出雲神話
は正しいのか。
オオクニヌシの
正体、神在月の
本当の意味など、隠された真
実に迫ります。（根）

「オオクニヌシ　出雲に封じられた神」
「山中鹿介　願わくは、我に
　　七難八苦を与えたまえ」

著　者　藤岡大拙
出版社　ハーベスト出版

　鹿介の真摯な
生き様に心を寄
せる地方史研究
の第一人者によ
る、集大成とも
言える一冊です。豊富な参考
文献・史料、後裔や死後の評
価についても言及されていま
す。（山）

著　者　ファニー・ベン＝アミ
出版社　岩波書店

「ファニー　13歳の指揮官」

　第二次世界大
戦時、ユダヤ人
迫害を逃れるた
め少女ファニー
は子どもたちだ
けでスイスへ逃げることにな
ります。どんな状況でも絶対
にあきらめなかった少女の実
話。（川）

大尉はスパイだった…。ピュ
リッツァー賞など八冠に輝いた
注目の一冊です。（田）

「シンパサイザー」

著　者　ヴィエト・タン・ウェン
出版社　早川書房

　1975年ベトナ
ム戦争に敗戦し
た将軍らは再起
を誓う。しかし
将軍に付き添う

「ねむれないおうさま ｣

　王様が夜眠れ
ず困っていまし
た。そこで家来
が国中の音を

原　作　ベンジャミン･エルキン
　絵　　ザ･キャビンカンパニー
出版社　瑞雲舎

片っ端から消しました。それ
でも王様は眠ることができま
せん。王様はどうして眠るこ
とができたでしょう。（須）

臨時休館します

　蔵書点検などのため、下記

の期間、休館します。ご迷惑

をおかけしますがよろしくお

願いします。

●安来市立図書館

　臨時休館日

　10月30日㈪～11月5日㈰

お詫びと訂正

　９月20日発行の広報やすぎ

“どげなかね”に間違いがあり

ました。正しくは下記のとおり

です。お詫びして訂正します。

●安来市立図書館

　10月2日以降平日の閉館時間

　19時（平成30年3月30日まで）

水墨画展　草花の宴
　安来市在住の水墨画家・古志野君胡さんの水墨画展「草花の宴」

を開催します。

　水墨画は鑑賞する人の感性で色を添えて見てください。一枚一枚

の作品の中から、それぞれの物語を、樹や花、鳥のささやきや虫た

ちの羽音を聞いてください。　

日時　11月19日㈰～28日㈫
　　（夏～秋）19日㈰～ 23日㈭、（冬～春）24日㈮～ 28日㈫

場所　安来市立図書館　二階会議室
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「
社
会
保
険
料
控
除
証
明

書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す　

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
（
平
成
29
年
１
月
１

日
～
12
月
31
日
に
納
付
し
た
も

の
）
が
、
所
得
税
や
市
県
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
、
こ
の
証
明
書

ま
た
は
領
収
証
書
の
添
付
が
必

要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

送
付
時
期　

▽
平
成
29
年
１
月

１
日
～
９
月
30
日
に
納
付
し
た

人
…
11
月
上
旬
（
10
月
分
以
降

は
納
付
見
込
額
が
表
記
さ
れ
ま

す
）　

▽
10
月
１
日
～
12
月
31

日
に
今
年
初
め
て
納
付
し
た
人

…
平
成
30
年
２
月
上
旬

そ
の
他　

家
族
の
保
険
料
を
納

付
し
た
人
は
、
そ
の
納
付
額
を

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
て
申

告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
設
置
期
間
は
11
月
１
日
㈬
～

平
成
30
年
３
月
15
日
㈭
）

　

℡
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話

　

℡
03-

６
６
３
０-

２
５
２
５

・
松
江
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

・
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
６

　

ま
た
、
金
額
な
ど
の
条
件
に

よ
っ
て
、
保
険
制
度
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
は
、
保
険
年
金

課
、
広
瀬
・
伯
太　

に
申
請
す

る
こ
と
で
、
医
療
費
の
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
年
金
課

　

℡
23-

３
０
８
６

更
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
変

更
に
係
わ
る
図
書
の
縦
覧
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

●
変
更
さ
れ
た
都
市
計
画

▽
松
江
圏
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針　

平
成
29
年
分

年
末
調
整
説
明
会

　

年
末
調
整
の
仕
方
や
、
法
定

調
書
の
提
出
方
法
な
ど
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
対
象　

11
月
20
日
㈪　

▽
安
来
地
域
の
法
人
（
10
時
30

分
～
12
時
）　

▽
広
瀬
・
伯
太

地
域
の
法
人
、
市
内
の
個
人

（
13
時
30
分
～
15
時
）

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

松
江
税
務
署

　

℡
０
８
５
２-

21-

７
７
１
１

行　

政

上下水道部を移転します

　水道庁舎と伯太庁舎に配置している部署について

11月27日に移転します。移転に伴う電話番号および

ＦＡＸ番号の変更はありません。

学
校
・
保
育
施
設
で
の
け
が

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
者
証
は
使
え
ま
せ
ん

　

学
校
や
保
育
施
設
等
の
活
動

で
の
け
が
等
に
よ
り
医
療
機
関

等
（
薬
局
を
含
む
）
で
治
療
を
受

け
た
と
き
は
、乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
資
格
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
は
、

い
っ
た
ん
医
療
費
の
自
己
負
担

分
を
立
て
替
え
、
学
校
や
保
育

施
設
な
ど
で
申
請
す
る
こ
と

で
、
後
日
、
医
療
費
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
来
市
成
人
式
の
開
催
と

案
内
状
送
付

日
時　

平
成
30
年
１
月
３
日
㈬

12
時
開
会
（
受
付
11
時
～
）

場
所　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル 

ア
ル
テ
ピ
ア

対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人

そ
の
他　

▽
該
当
者
に
は
案
内

状
を
お
送
り
し
て
い
ま
す　

▽

就
学
・
就
業
な
ど
で
市
外
に
在

住
し
て
い
る
人
で
、
参
加
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
地
域
振
興
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
域
振
興
課

　

℡
23-

３
０
７
１

都
市
計
画
変
更
決
定
図
書

の
縦
覧

　

次
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
変

▽
松
江
圏
都
市
計
画
区
域
区

分
・
用
途
地
域
（
加
茂
地
区
）

　

▽
広
瀬
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

縦
覧
場
所　

都
市
政
策
課
（
伯

太　

）、
島
根
県
都
市
計
画
課

（
県
庁
南　

）

　

都
市
政
策
課
℡
23-

３
３
２
０

配置場所
11月24日㈮
17時15分まで

11月27日㈪
８時30分から

水道庁舎

●上下水道部

・水道管理課

・水道工務課

伯太庁舎
●上下水道部

・下水道課（２階）

●上下水道部

・水道管理課（１階）

・水道工務課（１階）

・下水道課（１階）

　管財課℡２３-３０３０問

問

問

問

問

問

地

庁

庁
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2017 月号11

消
費
税
軽
減
税
率
制
度説

明
会

　

平
成
31
年
10
月
か
ら
消
費
税

引
き
上
げ
に
伴
い
、
同
税
の
軽

減
税
率
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

同
制
度
は
全
て
の
事
業
者
に
関

係
が
あ
り
ま
す
。
対
象
品
目
や

帳
簿
の
記
載
方
法
、
税
額
の
計

算
方
法
な
ど
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈫
・
22
日
㈬

▽
10
時
30
分
～
11
時
30
分
、
▽

13
時
30
分
～
14
時
30
分
（
４
回

と
も
内
容
は
同
じ
で
す
）

場
所　

安
来
商
工
会
議
所

11
月
11
日
～
17
日

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

 
期
間
中
は
、
「
く
ら
し
を
支

え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
「
Ｗ
ｅ
ｂ

ｰ

Ｔ
Ａ
Ｘｰ

Ｔ
Ｖ
」
で
は
、
国
税

庁
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
番

組
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

松
江
税
務
署

　

℡
０
８
５
２
‐
21ｰ

７
７
１
１

そ
の
他　

▽
駐
車
場
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

松
江
税
務
署

　

℡
０
８
５
２-

78-

０
３
４
９

家
庭
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象　

18
歳
以
上
の
市
民
、

１
５
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

▽
10
月
30
日

㈪
～
調
査
票
順
次
発
送　

▽
11

月
20
日
㈪
調
査
票
回
答
締
切

　

人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
９
５

配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
載
し
封
書
に
て
請
求
し

て
く
だ
さ
い
（
請
求
期
限
は
平

成
29
年
11
月
30
日
ま
で
）
。
な

お
、
資
料
代
お
よ
び
返
信
の
際

の
送
料
は
無
料
で
す
。

請
求
先　

〒
８
５
６-

８
５
６
２

長
崎
県
大
村
市
久
原
２
丁
目

１
０
０
１-

１
国
立
病
院
機
構

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究

セ
ン
タ
ー
調
査
係

※
封
筒
に
は
「
資
料
請
求
」
と

の
み
お
書
き
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項　

氏
名
、
住
所
、
輸

血
・
血
液
製
剤
投
与
を
受
け
ら

れ
た
医
療
機
関
の
あ
る
都
道
府

県
名

　

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

安来市オープンデータ講演会

オープンデータとビッグデータを活用した

ITが創り出す公共交通の将来像

　急速な人口減少時代を迎え、地域を支える

公共交通の重要性は益々高くなっています。

オープンデータ・ビッグデータを利用した、

新しい公共交通の未来を考えてみませんか。

※オープンデータとは、行政機関が保有す

る情報をウェブ上で公開し、自由に加工や編

集、分析などに使用できるデータ。新しい行

政サービスやビジネス活動、地域の活性化等

につながることが期待されています。

日時　11月22日㈬13時30分～15時30分

　　　（13時開場）

場所　安来市役所安来庁舎201・202会議室

対象　交通事業者・行政機関（企画、情報政

策、交通政策部門）・IT関連企業の人、オー

プンデータに興味のある人など 

申込方法　11月15日までに下記事項を電話・

ＦＡＸ・メール、郵送によりお知らせください。

①所属 ②氏名 ③電話番号 ④メールアドレ

ス

　　政策秘書課℡ 23-3060　　23-3161

　  メール：seisaku@city.yasugi.shimane.jp

松
江
地
方
法
務
局
庁
舎

移
転
の
お
知
ら
せ

　

松
江
地
方
法
務
局
は
新
庁
舎

が
完
成
し
、
移
転
し
ま
す
。

移
転
先　

〒
６
９
０-

０
０
０
１

松
江
市
東
朝
日
町
１
９
２-

３

移
転
日　

11
月
６
日
㈪

※
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
も
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

松
江
地
方
法
務
局

　

℡
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

安
来
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
人
権
に
関
す
る
意
識
を
把

握
し
、
今
後
の
安
来
市
に
お
け

る
人
権
施
策
を
よ
り
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
に
意
識
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
郵
送
に
よ
り
各

出
産
や
手
術
で
大
量
出
血

さ
れ
た
皆
さ
ん
へ

Ｃ
型
肝
炎
救
済
の

特
別
措
置

　

平
成
６
年
頃
ま
で
に
出
産
や

手
術
で
大
量
出
血
し
た
人
の
中

に
は
、
特
定
の
血
液
製
剤
の
投

与
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人

が
い
ま
す
。
こ
の
被
害
者
に
対

し
、
法
律
に
基
づ
き
給
付
金
の

支
給
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
給

付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、

平
成
30
年
１
月
15
日
ま
で
に
国

を
相
手
と
す
る
裁
判
を
提
起
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
訴

訟
の
際
、
特
定
の
血
液
製
剤
が

投
与
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
診
療

録
（
カ
ル
テ
）
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
書
類
を
探
す
際
に

利
用
で
き
る
資
料
が
希
望
者
に

問

問

問問

問

申問
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「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」

予
約
貸
付
受
付
中

　

現
在
、
母
子
家
庭
ま
た
は
父

子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
の
予
約
貸
付

の
申
請
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
法
に
よ
る
奨
学
金
な

ど
、
他
制
度
に
よ
る
奨
学
金
貸

付
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
貸
付
の
対
象
と
な
る
資
金

・
児
童
の
進
学
・
就
職
を
対
象

と
す
る
資
金
（
貸
付
は
い
ず
れ

も
無
利
子
で
す
）

・
修
学
資
金
…
高
等
学
校
、
短

期
大
学
及
び
大
学
、
高
等
専
門

学
校
ま
た
は
専
修
学
校
に
修
学

て
い
る
次
の
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

・
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
、
ま
た
は
父
子
家
庭

の
父

・
父
母
の
な
い
児
童

・
子
（
孫
等
を
含
む
）
を
扶
養

し
て
い
る
寡
婦

申
込
締
切　

平
成
30
年
２
月
28

日
㈬

※
申
請
に
係
る
必
要
書
類
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
を
す
る
際

に
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
　

・
申
込
先

安
来
市
福
祉
課
（
安
来
市
広
瀬

町
広
瀬
１
９
３
０-

１　

健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

　

℡
23-

３
２
４
８

販
売
場
所　

総
務
課
（
安
来　

）、

広
瀬　

、
伯
太　

、
比
田
・
布

部
・
山
佐
出
張
所

※
直
接
購
入
で
き
な
い
人
は
、

郵
送
で
購
入
が
で
き
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
島
根
県
統
計
協
会

（
℡
０
８
５
２-

55-

２
２
４
３
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
県
庁
売
店
、
合
同
庁
舎
売
店
、

今
井
書
店
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ポ
プ

ラ
、
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
な
ど
で

は
上
記
の
販
売
期
間
後
も
購
入

で
き
ま
す
。

　

総
務
課
℡
23-

３
０
１
５

　市が使用する共通封筒および公用車に広告を掲載する

事業者を募集します。

対　　象　市内に事業所などを有する民間事業者　

　　　　※広告代理店も可。

募集期間　10月20日㈮～11月17日㈮（必着）

応募方法　申込書などに必要事項を記入の上、管財課

まで提出してください。（郵送可）

　※１枠（公用車は１台）から受け付けます。

決定方法　市が定める要綱などに基づき決定します。

　※応募数が募集枠を超える場合は抽選

広告概要　次の①②のとおり　

　※詳細はホームページをご覧ください

 

①共通封筒　　　管財課 ℡２３-３０３０

封筒の種類 長３ 角２

規　　　格 縦12×横23.5㎝ 縦24×横33.2㎝

作 成 枚 数 10万枚 ６万枚

広告の位置 封筒の裏面

広告の枠数 ３枠分 ８枠分

１枠当たりの

広告枠・掲載料

縦5.5×横10㎝

８万円

縦5.5×横10㎝

３万6000円

②公用車   　　管財課（車両）℡２３-３０３３

車の種類 乗用タイプ 箱バンタイプ

台　　数 ５台 ３台

掲載位置 前左右ドア両側面
左右スライド

ドア両側面

広 告 枠
各面縦40×

横70㎝以内

各面縦50×

横70㎝以内

１台当たりの

掲載料
１万7280円 ２万1600円

掲載方法
特殊フィルムによる貼り付け

　　（広告主が用意）

掲載期間 １年間

安来市の共通封筒・公用車への広告募集

乗用タイプ 箱バンタイプ

掲載場所

す
る
た
め
の
授
業
料
、
教
科
書

代
、
通
学
費
な
ど

・
修
業
資
金
…
就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
の
習
得
費

・
就
学
支
度
資
金
…
就
学
・
修

業
す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金

や
被
服
な
ど
の
購
入
費

予
約
貸
付
の
対
象
と
な
る
人

　

平
成
30
年
４
月
の
進
学
等
を

希
望
し
て
い
る
児
童
を
扶
養
し

２
０
１
８
年
版
県
民
手
帳

販
売
し
ま
す

　

２
０
１
８
年
版
島
根
県
民
手

帳
を
市
の
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。

価
格　

５
５
０
円
（
税
込
）

販
売
期
間　

11
月
２
日
㈭
～
12

月
20
日
㈬

掲載場所

申

問

問

地

地

申問

申問

庁
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2017 月号11

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

11
月
９
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　

平
成
29
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

11
月
７
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　

平
成
29
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
。

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

11
月
16
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　

平
成
28
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　

11
月
16
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象 

平
成
26
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
ア

保　

健

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
・
仕
上

げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日
朝
の
尿
。

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

日
時
・
場
所　

11
月
22
日
㈬
13

時
15
分
～
13
時
45
分
（
受
付
時

間
）、

対
象　

平
成
29
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

　

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

日
時　

11
月
12
日
㈰
９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所

対
象　

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容　

助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど

申
込
期
限　

11
月
10
日
㈮

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル
１
枚
。

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時
・
対
象　

11
月
21
日
㈫

▽
５
～
６
カ
月
児
…
９
時
45
分

～
10
時　

▽
７
～
８
カ
月
児
…

13
時
30
分
～
13
時
45
分
（
受
付

時
間
）

場
所　

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈮

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
教
室
の
進
め
方
」

（
４
か
月
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
コ
ブ
タ
コ
ー
チ
の
運
動
遊

び
」（
要
申
込
）

　

「
コ
ブ
タ
コ
ー
チ
」
こ
と

t
r
e
n
t
a

（
ト
レ
ン
タ
）
代
表
の

小
川
優
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
乳

幼
児
期
の
発
達
を
考
え
た
運
動

遊
び
を
親
子
で
楽
し
み
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈫
10
時
30
分

～
12
時

場
所

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

予
防
・
早
期
発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
児
童
虐
待
は
こ
こ
ろ
の
病
気
の
原

因
と
な
る
深
刻
な
問
題
で
す
。
虐
待

を
疑
っ
た
り
、
発
見
し
た
り
し
た
と

き
に
通
告
（
相
談
）
す
る
こ
と
は
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
す
。

相
談
者
の
情
報
は
決
し
て
漏
ら
し
ま

せ
ん
の
で
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど

も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　
虐
待
か
ど
う
か
の
調
査
は
相
談
機

関
が
行
い
ま
す
。

　子ども未来課℡２３-３２０９

健

申

問
申

問

伯伯

申

問

健

健

健

健

健

問 問

問
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
「
歯
ッ

ピ
ー
教
室
～
歯
医
者
さ
ん
に

聞
い
て
み
よ
う
～
」（
要
申
込
）

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
幼
児
期
に
か

け
て
の
歯
科
の
お
話
し
を
歯
医

者
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈫
10
時
30
分

～
12
時

場
所　

講
師　

吉
田
達
彦
医
師
（
吉
田

歯
科
医
院
）

そ
の
他　

託
児
あ
り
（
要
予
約
）

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　

℡
23-

３
２
２
２

高齢者の

季節性インフルエンザ予防接種

や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
幼
児

安
全
法
講
習
会
」
（
要
申
込
）

　

事
故
や
け
が
は
突
然
起
こ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
病
院
に
か

か
る
ま
で
の
応
急
手
当
を
現
場

経
験
豊
富
な
日
本
赤
十
字
病

院
の
幼
児
安
全
法
指
導
員
に
教

え
て
も
ら
い
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
28
日
㈫
10
時
～
12

時場
所　

親
子

対
象　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
に
興
味
の
あ
る

人
、
子
育
て
中
の
人
、
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

11
月
21
日
㈫

そ
の
他　

▽
参
加
無
料　

▽
託

児
あ
り
（
要
予
約
）

　
　

や
す
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
23-

７
０
５
０

り
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
29
日
㈬
13
時
30
分

～
16
時
（
受
付
13
時
～
）

場
所　

松
江
合
同　

（
松
江
市

東
津
田
町
）

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈬

申
込
先　

松
江
労
働
基
準
監
督

署
（
℡
０
８
５
２-

31-

１
１

６
６
）

　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
４

栄
養
相
談（

無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
に

つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に

予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

▽
11
月
14
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　

▽
11
月
28
日
㈫
９
時
～
11

時
、

　
　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

℡
23-

３
２
２
０　

　高齢者はインフルエンザにかかると、気管支

炎や肺炎を併発し、重症化しやすくなります。

流行がはじまる前に、ぜひ、受けましょう。

対　象　①接種日当日に満 65 歳以上の人

　　　　②満60歳以上65歳未満で心臓、じん臓、

        　呼吸器に重い病気のある人

接種期間　11月１日㈬～平成30年１月31日㈬

接種回数　１回

接種方法　接種を希望される場合は下記医療機

関に予約して接種してください。

自己負担額　1,500円（医療機関等の窓口でお

支払いください。）　

※生活保護世帯、住民税非課税世帯（世帯全員）

は自己負担金が免除されます。

免除申請期間　11月１日～平成30年１月31日

接種前に申請が必要です。免除申請期間中に申

請窓口まで、本人確認のできるもの（健康保険

証、運転免許証など）と印鑑を持参ください。

申請窓口　いきいき健康課（　）、市民課（安

来　）、伯太　  （伯太　）

接種することができる医療機関

日立記念病院／安来第一病院／家族・絆の吉岡

医院／渡部医院／野坂医院／吉田医院／森脇医

院／麦谷内科クリニック／金藤内科小児科医院

／白根医院／杉原医院・杉原医院大塚分院／杉

原クリニック／おがわ耳鼻咽喉科／やました整

形外科／朝山医院／河村医院／安来市立病院／

ドクター中西元気クリニック／安来市医師会病

院／村上医院・村上医院安田出張所／常松医院

井尻分院・赤屋分院／加藤医院／千原医院

※接種は義務ではありません。接種を受ける

人の意思確認が必要です。

　　いきいき健康課℡２３-３２２０

働
き
ざ
か
り
の
健
康
づ
く

り
研
修
会

　

事
業
所
の
健
康
管
理
担
当
者

や
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
づ
く

申

問

健

申

問

交

庁

交

健

庁庁

健

地

申

問

申問

問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2017 月号11

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

日
時
・
場
所　

▽
11
月
14
日
㈫

８
時
30
分
～
10
時
30
分
…
島
田

　
　

▽
11
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭

８
時
30
分
～
11
時
…
荒
島　
　

▽
11
月
18
日
㈯
乳
が
ん
９
時
～

（
子
宮
が
ん
９
時
30
分
～
）
11
時

30
分
・
13
時
～
15
時
…
安
来　

▽
11
月
28
日
㈫
（
子
宮
が
ん
の

み
）
９
時
～
９
時
45
分
…
飯
梨

　

、
10
時
30
分
～
11
時
30
分
…

荒
島　

、
13
時
～
13
時
45
分
…

島
田　

、
14
時
30
分
～
15
時
15

分
…
能
義　
　

▽
11
月
30
日
㈭

８
時
30
分
～
９
時
30
分
…
飯
梨

　

、
10
時
～
11
時
…
能
義

　

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-

３
２
２
０

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

主
催
の
教
室
な
ど

※
場
所
は
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
自

由
に
何
度
で
も
教
え
て
も
ら
え

る
日
で
す
。
（
パ
ソ
コ
ン
の
不

具
合
・
修
理
は
対
応
不
可
）

日
時　

11
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
、

10
時
～
12
時

受
講
料　

５
０
０
円
。

そ
の
他　

▽
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ

ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
持
込
可　

▽
申
込
不
要　

▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ

ン
の
み
利
用
可
能
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　

３
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
エ
ク
セ
ル
初
級
午
前
コ
ー
ス

日
時　

11
月
10
日
㈮
・
14
日
㈫

～
16
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時
30

分
（
４
日
間
）

受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
要

申
込　

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
不
要

▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対
象

②
エ
ク
セ
ル
初
級
夜
間
コ
ー
ス

日
時　

11
月
21
日
㈫
～
12
月
８

日
㈮
の
間
の
毎
週
火
、
金
曜
日

17
時
30
分
～
19
時
30
分
（
6
日

間
）

受
講
料　

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
１
０
０
０
円
）

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
要

申
込　

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
不
要

▽
一
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対
象

③
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　

各
講
座
一
人
５
０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　

日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談
。

　
　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

℡
23-

１
７
５
０

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就

職
に
必
要
な
実
践
的
技
能
・
知

識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
月
の
募
集
内
容

コ
ー
ス　

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科　

▽
金
属
加
工
科　

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

訓
練
期
間　

平
成
30
年
１
月
５

日
㈮
～
６
月
27
日
㈬

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈬
～
12

月
５
日
㈫

場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　

℡
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

講
座
・
教
室

♪

　ＮＨＫ教育テレビ「ドレミノテレビ」に“とも

とも”の愛称でレギュラー出演していた「山口

とも」さんによるオリジナル廃品楽器を使った

演奏会を開催します。

　“不思議でおもしろい楽器からどんな音色が

でてくるのでしょう。障がいのある人もない人

もみんなで音楽を通してふれあいましょう。　

　　　　

日　時　11月25日㈯10時30分～11時30分

場　所　安来市総合文化ホール アルテピア

その他　 ▽ 参加無料　 ▽要申込

　　　子ども未来課℡２３-３２２２

求
職
者
対
象

職
業
訓
練
生
募
集
（
無
料
）

　

求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職

シ
ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講

習
「
パ
ソ
コ
ン
操
作
基
礎

講
習
ワ
ー
ド
」（
受
講
無
料
）

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学

ん
で
仕
事
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
27
日
㈪
～
12
月
１

日
㈮
10
時
～
16
時
（
５
日
間
）

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー

対
象　

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希

望
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
。

申
込
期
限　

11
月
13
日
㈪

募
集
定
員　

10
人

　
　

安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
℡
28-

６
５
５
１

♫

松江・安来広域連携

ノーマライゼーション普及活動事業

ともとものガラクタ音楽会

申

問

申

問

申

問

交

交

交

交

庁

交

交

交

交

問

申問
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講
演
会
～
認
知
症
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
～

　

認
知
症
は
誰
も
が
発
症
す
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
あ
り
、

正
し
い
理
解
や
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
を
目
的
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症

の
ご
本
人
に
も
思
い
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時
40
分

場
所　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル 

ア
ル
テ
ピ
ア

講
師　

吉
野
立
氏
（
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
鳥
取
県
支
部
代

表
世
話
人
）

主
催　

安
来
市
・
安
来
市
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー

　

安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
℡
32-

９
１
１
０

   
 

　

32-

９
１
１
４

中
国
５
県
縦
断

法
律
相
談
会

日
時　

11
月
11
日
㈯
10
時
～
16

時場
所　

伯
太
中
央　

（
わ
か
さ

会
館
）

内
容　

相
続
、
遺
言
、
お
年
寄

り
の
財
産
管
理
（
成
年
後
見
）、

ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
空
き
家
の

こ
と
、悪
質
な
訪
問
販
売
・
買
取
、

夫
婦
・
親
子
関
係
、
交
通
事
故
、

不
動
産
・
会
社
登
記
、
そ
の
他

司
法
書
士
が
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
法
律
問
題
全
般
。

そ
の
他　

10
月
28
日
㈯
、
11
月

11
日
㈯
・
12
日
㈰
・
19
日
㈰
は

電
話
相
談
あ
り
（
℡
０
１
２
０

-

３
９
１-

３
５
１
）

　
　

日
本
司
法
書
士
連
合
会

　

℡
０
８
２-

２
２
１-

５
３
４
５

時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央　

※
11
月
14
日
㈫
ま
で
要
予
約

●
松
江
会
場

日
時
・
場
所　

11
月
２
日
㈭
・

６
日
㈪
・
15
日
㈬
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

　
　

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　

・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時　

▽
社
会
福
祉

協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策

推
進
課
℡
23-

３
０
６
８

行
政
相
談
所　

▽
９
時
～
12
時　

▽
人
権
施
策

推
進
課
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

相　

談

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
レ
ク
広
場

　

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
が
体
験
で
き
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う日
時　

11
月
26
日
㈰
10
時
～

（
受
付
９
時
30
分
～
）

場
所　

能
義
小
学
校
体
育
館

内
容　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ヒ
ッ

ト
だ
！
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
ふ
ら
ば

～
る
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

　

能
義
地
区
体
育
協
会

℡
０
９
０-

４
５
７
８
‐
３
９
４
０

心
の
健
康
相
談
（
無
料
・
要
申
込
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
安
来
会
場

日
時
・
場
所　

11
月
16
日
㈭
13

▽
９
時
30
分
～
12
時　

▽
人
権

施
策
推
進
課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）　

▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ

松
江
℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談｢

は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン｣

▽
10
時
～
12
時　

▽
定
住
推
進

課
℡
23-

３
０
５
９

ま
ち
ゼ
ミ
開
催
中
で
す

　

商
店
な
ど
の
店
主
が
講
師
と

な
り
、
各
店
の
専
門
知
識
を
無

料
で
伝
授
す
る
ま
ち
ゼ
ミ
を
各

店
舗
で
開
催
中
で
す
。

開
催
期
間　

10
月
14
日
㈯
～
11

月
19
日
㈰

開
催
場
所　

原
則
各
店
舗

参
加
方
法　

実
地
す
る
店
舗
に

直
接
予
約
の
う
え
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

講
座
内
容　

安
来
商
工
会
議
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　

ゼ
ミ
を
利
用
し
た
商

品
の
勧
誘
を
禁
止
と
し
て
い
ま

オレンジリン
グは

認知症サポー
ター

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
遺
言
、
不
動
産
売
買
、

名
義
変
更
登
記
、
お
金
の
貸
し

借
り
、
借
金
、
悪
質
商
法
、
会

社
登
記
、
裁
判
、
成
年
後
見
等

高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所　

11
月
18
日
㈯
13

時
～
17
時
、
朝
日
公
民
館
（
松

江
市
東
朝
日
町
）

そ
の
他　

▽
予
約
優
先　

▽
電

話
相
談
も
あ
り
（
月
・
火
・
木

の
12
時
～
15
時
）

　
　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
℡
０
８
５
２-

60-
９
２
１
１

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

　

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
　

安
来
市
商
工
会
議
所

　

℡
22-

２
３
８
０

申

問

問

問

申

問

申

問

申

問

交

交
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2017 月号11

中
小
企
業
者
対
象

　

事
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー

　

事
業
継
承
に
悩
ん
で
い
る
人

に
お
勧
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

（
無
料
・
要
申
込
）

場
所　

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法　

会
社
名
・
役
職
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
個
別
相
談

の
希
望
の
有
無
（
希
望
者
は
相

談
概
要
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
記
載

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
く
だ
さ
い
。

【
経
営
者
向
け
】

日
時　

11
月
７
日
㈫
14
時
～
16

時
30
分

申
込
締
切　

11
月
１
日
㈬

【
後
継
者
向
け
】

日
時　

11
月
28
日
㈫
14
時
～
16

時
30
分

申
込
締
切　

11
月
22
日
㈬

そ
の
他　

い
ず
れ
の
回
も
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
に
個
別
相
談
が
あ

り
ま
す
。
（
要
予
約
）

　
　

安
来
市
商
工
会
議
所
・
吉

村
℡
22-

２
３
８
０

　
　

23-

２
３
１
４

日
時
…
11
月
４
日
㈯
12
時
30
分

～【
ス
テ
ー
ジ
部
門
】

●
み
ん
な
で
唄
う
安
来
節

日
時
…
11
月
３
日
㈮
㈷
９
時
30

分
～

●
市
民
音
楽
祭

日
時
…
11
月
12
日
㈰
14
時
～

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
23-

３
０
３
９

場
所　

安
来
市
立
第
一
中
学
校

内
容　

式
典
（
13
時
30
分
～
）
、

音
楽
祭
（
第
一
中
学
校
卒
業
生

で
作
曲
家
・
田
部
由
美
子
さ
ん

と
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
弦

楽
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
）

　

第
一
中
学
校
℡
22-

２
２
５
０

　市内で収穫した農林畜産物や加工品を販売

するほか、どじょう汁の無料サービス、花の

寄せ植えなどの各種体験コーナー、お楽しみ

大抽選会など、楽しい企画が満載です。

日時…11月19日㈰９時～15時　場所…伯太

　農林振興課℡２３-３３３１

第13回安来市農林業祭

安
来
市
総
合
文
化
祭

　

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

ア
ル
テ
ピ
ア
で
開
催
し
ま
す
。

【
文
芸
部
門
】
●
川
柳
大
会

石垣で魅せる！
山陰三城跡シンポジウム
「米子城、鳥取城、月山富田城」
　

　山陰が誇る３つの城跡の歴史や魅力をひ

もとき、整備や利活用、広域的な観光誘客

について考えます。（入場無料）

日　時　11月11日㈯13時～16時30分

会　場　米子市文化ホール

内　容　 基調講演（公益財団法人日本城郭

協会理事・加藤理文氏）、パネル

ディスカッション（各市文化財担

当者）

●関連イベント「米子城　現地ウオーク｣

日　時　11月12日㈰10時～15時

その他　参加料200円、事前申込が必要。　

　　米子市文化課℡０８５９-２３-５４３８

テーマ

「魅力満載！

やすぎの農林業」

安
来
市
立
第
一
中
学
校

創
立
70
周
年
記
念
式
典

・
記
念
音
楽
祭

日
時　

12
月
３
日
㈰
13
時
30
分
～

そ
の
他

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
作
品

展
作
品
募
集

　

12
月
８
日
㈮
～
11
日
㈪
に
プ

ラ
ー
ナ
で
開
催
す
る
安
来
市
障

が
い
者
ふ
れ
あ
い
作
品
展
へ
展

示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

条
件　

安
来
市
に
居
住
ま
た
は

活
動
す
る
障
が
い
の
あ
る
人

募
集
作
品　

①
平
面
作
品
…
絵

画
、
版
画
、
貼
り
絵
、
写
真
、

書
道
な
ど　

②
立
体
作
品
…
彫

刻
、
陶
芸
、
木
工
、
手
芸
な
ど

募
集
締
切　

12
月
1
日
㈮

申
込
方
法　

申
込
書
を
窓
口
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
福
祉

課
、
市
民
課
（
健
康
福
祉
・
子

育
て
窓
口
）
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー

に
設
置
。

　
　

福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

　
　

32-

９
０
０
８

申

問

申

問

庁

問

問

問

申問



政
策
秘
書
課
編
集
／
安
来
市
役
所

●資源保護のため、この広報紙は再生紙を使用しています。

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。

●自治会宛の発送等につきましては、地域振興課（☎23-3067）までご連絡ください。

修
学
旅
行
先
で
安
来
節
を
披
露

　

９
月
20
日
、
奈
良
・
東
大
寺
。「
み

な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
」
観
光

客
が
ひ
し
め
く
境
内
で
元
気
の
よ

い
声
が
響
き
ま
す
。
約
３
０
０
人

の
観
光
客
が
中
門
前
の
青
い
法は

っ

被ぴ

を
着
た
安
来
二
中
２
年
生
を
と
り

囲
み
ま
す
。
観
光
客
の
半
数
近
く

は
外
国
人
で
す
。

　

お
な
じ
み
の
弦
の
音
が
響
く

と
、
男
子
生
徒
に
よ
る
「
ど
じ
ょ

う
す
く
い
男
踊
り
」
が
始
ま
り
ま

▼
比
田
地
区
で
え
ー
ひ
だ
カ
ン
パ

ニ
ー
株
式
会
社
を
取
材
。
地
域
の

人
が
地
域
の
未
来
の
た
め
、
従
来

の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
や
り
方
で

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
地
区
に
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、
何
よ
り
輝
く

将
来
を
信
じ
、
楽
し
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
「
な
に
も
な
い
」
「
し

て
も
ム
ダ
」
、
心
の
過
疎
こ
そ
が

地
域
荒
廃
の
始
ま
り
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
（
山
）

▼
㈭
は
夕
焼
け
を
狙
っ
て
山
頂
。

㈰
は
表
紙
写
真
を
狙
い
に
再
び
朝

の
月
山
へ
。
清
々
し
い
空
気
の
中

で
見
晴
ら
し
は
最
高
で
し
た
。
幸

盛
祭
は
参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
合
わ

せ
て
３
０
０
人
以
上
が
午
前
９
時

の
山
頂
に
居
る
と
い
う
不
思
議
な

光
景
。
そ
し
て
山
頂
で
の
行
事
は

約
20

年
ぶ
り
と
の
こ
と
。
地
元
の

皆
さ
ん
は
鹿
介
や
富
田
城
を
愛
し

て
止
み
ま
せ
ん
。
（
の
）

環
と
し
て
安
来
節
を
２
年
生
の
総

合
学
習
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

安
来
節
保
存
会
か
ら
講
師
を
招

き
、
本
格
的
な
指
導
を
受
け
、
ふ

る
さ
と
の
伝
統
を
学
び
ま
す
。

　

と
く
に
体
育
祭
で
の
安
来
節
は

30
年
以
上
前
か
ら
の
伝
統
。３
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
男
踊
り
・
女
踊

り
を
競
い
ま
す
。
二
中
校
区
の
住

民
・
生
徒
に
と
っ
て
安
来
節
は
ご

く
身
近
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

「
郷
土
の
誇
り
を
持
っ
て
県
外
の

人
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
生
徒
た
ち

の
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
す
。
安

来
節
を
学
ぶ
こ
と
で
地
域
と
つ
な

が
り
、
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
郷
土
を

愛
す
る
心
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
」
。

　

二
中
の
神
田
裕
之
校
長
は
安
来

節
を
通
し
て
生
徒
た
ち
の
成
長
を

こ
の
よ
う
に
実
感
し
て
い
ま
す
。

す
。
五
円
玉
を
鼻
に
付
け
た
生
徒

た
ち
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
に
観

客
か
ら
お
も
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。
続
い
て
女
子
生
徒
が
「
ど

じ
ょ
う
す
く
い
女
踊
り
」
を
披
露
。

ゆ
っ
た
り
と
優
雅
な
踊
り
で
観
客

を
魅
了
し
ま
す
。
最
後
は
総
勢
26

人
で
銭
太
鼓
。
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と

小
気
味
よ
い
音
が
響
き
、
締
め
の

ポ
ー
ズ
が
決
ま
る
と
境
内
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
終
了

後
は
市
の
紹
介
と
と
も
に
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
Ｐ
Ｒ
も

行
い
ま
し
た
。
横
田
李
莉
さ
ん
は

「
今
ま
で
で
一
番
い
い
演
技
が
で
き

た
」。
持
田
優
作
さ
ん
は
「
外
国
人

な
ど
安
来
節
を
初
め
て
見
る
人
が

た
く
さ
ん
い
た
け
ど
、
皆
さ
ん
、

笑
顔
に
な
っ
て
い
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
顔
に
充
実

感
と
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む

　

安
来
二
中
が
修
学
旅
行
先
で
安

来
節
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組
み
を
始

め
た
の
は
12
年
前
か
ら
。
昨
年
の

修
学
旅
行
で
踊
り
を
披
露
し
た
安

部
直
人
さ
ん
（
３
年
）
は
、
「
安

来
節
は
言
葉
が
通
じ
な
い
人
も
感

動
さ
せ
る
も
の
」
と
魅
力
を
体
感

し
た
と
い
い
ま
す
。

　

二
中
で
は
ふ
る
さ
と
教
育
の
一

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H29.9.30現在

（男:18,926人　女:20,587人）

3 9 , 5 1 3 人

1 4 , 2 6 1 世 帯

平
成

2
9

年
1

1
月

号

響け我ら誇りの安来節
　安来市立第二中学校

▲ 9 月 26 日、活動を近藤市長に報告。（左

から安部くん、持田くん、横田さん）


